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★マイナンバーカードを活用した行政改革（属性に応じた情報提供）（属性に
応じた情報提供）

○ マイナンバーカードを用いて情報を利用登録することにより、母子手帳の情報を自身のパソコ
ンやスマートフォンで確認できる。

⇒予防接種の案内や、イベントの開催案内などの情報を、対象者インターネットを通じて提供する
ことができる。

＜マイナンバーカードを活用した母子健康サービス ： 前橋市（人口 約34万人）〉

【取組】
・マイナンバーカードの公的個人認証により本人確認
を行う「母子健康情報サービス」を導入。

【効果】
・本サービスにより、複雑な予防接種のスケジュール、
自治体からのお知らせが対象者に届く。
・マイナンバーカードを読み取ることで、市町村が
管理している乳幼児健診記録、予防接種の履歴など
を閲覧することができる。

■利用者の声
・マイナンバーカードを使うのは手間ではあるが、セキュリティの面では安心できていい。
・自分で入力しなくても健診のデータが連携されるのは楽でいい。
・子育ての悩み相談や夜間の病院案内などができるといい。
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※「サービス利用の流れ」（母子健康情報サービス資料より）


